
住まいとコミュニティづくり
活動助成

令和８（２０２６）年度

助成対象団体が決定しました
「住まいとコミュニティづくり活動助成」は、ハウジングアンドコミュニティ財団の自主事業として1993年から開始したユニー
クな助成プログラムで、市民の自発的な住まいづくりやコミュニティの創出、そして地域づくり活動を一貫して支援してきました。
令和8（2026）年度の「住まいとコミュニティづくり活動助成」の募集には、全国42都道府県から172件の応募がありました。
選考委員会による厳正な審査の結果、19件が助成対象団体に選ばれました。
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1 一般社団法人清水沢プロジェクト
地域の記憶を糧とする清水沢
エコミュージアムの推進

［北海道夕張市］

2 わがままパーク
空き家を私設公園へ！こどもと共に育む
「まちの自治」

［群馬県みどり市］

3 くらとしょいるま【継続】
まちに開き、まちとつながる子どもの
居場所づくり

［埼玉県入間市］

4 NPO法人くにたち農園の会
藍染と土間で育む、農と手仕事が巡る
拠点づくり

［東京都国立市］

6 NPO法人ぴあっと
発達・知的障害のお子さんの安心・安全
な住環境づくり

［神奈川県相模原市］

7 小須戸ARTプロジェクト実行委員会
アートで地域の内と外をつなぐ
拠点整備と体制構築

［新潟県新潟市］

8 だんだん良くなる宝’引荘
世界遺産・五箇山を守り、次世代へ
繋ぐ持続可能な地域づくり

［富山県南砺市］

9 NPO法人紡ぎ組
廃校を震災遺構とし能登の復興を
前進させる整備事業

［石川県輪島市］

16 神辺宿文化研究会
神辺遺産制度による賑わいと活力ある
まちづくり

［広島県福山市］

15 大道田まちづくり支援の会
安全で安心して住めるまちづくり

［広島県呉市］

17 みいらく寺子屋実行委員会
島まるごと学ぶ子どもごちゃまぜ教室

［長崎県五島市］

18 青島第24区施設管理組合
海辺の森づくりの会
土中環境改善を通した防災・交流・
安心住環境づくり

［宮崎県宮崎市］

19 学生団体のらねこ
種子島出身の大学生が紡ぐ
「島の記憶」アーカイブ

［鹿児島県西之表市］

5 NPO法人Ｉ Loveつづき
みんなで育てる畑から始まる
～多世代の居場所づくり

［神奈川県横浜市］

10鍛冶町屋の会
刃物のまち関市 「まちくらしごと道場」
～ 職住近接まちづくり

［岐阜県関市］

11 NPO法人美濃のすまいづくり
「記憶のアーカイブ」で空き家を次世代
へ繋ぐ支援

［岐阜県美濃市］

13 ももくさ
属性を超え多世代が交わる、
矢作のバリアフリー農園

［愛知県岡崎市］

12 中野町を考える会
木と川と石がつないだ暮らしを
「まっし蔵」から次世代へ

［静岡県浜松市］

14 身の丈防災
堺の伝統産業で学ぶ身の丈
防災教育

［大阪府堺市］



助成団体一覧

一般社団法人清水沢プロジェクト
地域の記憶を糧とする清水沢エコミュージアムの推進

［北海道夕張市］1

炭鉱に由来する夕張独自の景観や文化などが残る地域をまるごと
博物館「エコミュージアム」と捉え、歴史や文化への誇りを糧に、
小さくても幸せな地域を地域内外の人 と々ともにつくる活動。

わがままパーク
空き家を私設公園へ！こどもと共に育む「まちの自治」

［群馬県みどり市］2

過疎が進む大間々町で、こどものアイデアと東京の建築学生の専
門性をかけ合わせ、空き家をリノベーション。本年度は持続性を高
める運営組織の強化に挑戦。「あるがまま（わがまま）」が活きる
多世代の居場所と自治の芽を育む。

くらとしょいるま【継続】
まちに開き、まちとつながる子どもの居場所づくり

［埼玉県入間市］3

歴史遺産を活用し、まちの日常に新たな子どもの居場所となる図
書館づくりを進めるとともに、コミュニティカフェ整備や隣接する
歴史遺産・地域イベントとの連携により、地域における課題の解決、
魅力の向上、及びまちづくりの活性化につなげる活動。

NPO法人くにたち農園の会
藍染と土間で育む、農と手仕事が巡る拠点づくり

［東京都国立市］4

国立市谷保の文化財・本田家に隣接の平屋と畑に、土間のある巡
回型の拠点をつくる。藍を育て染めることを軸に、落ち葉や剪定枝
など地域資源を染色素材として活かしながら、季節の手仕事、子ど
もの居場所、大人の学び、多世代の交流が自然とつながる場を育
む活動。



NPO法人ＩLoveつづき
みんなで育てる畑から始まる～多世代の居場所づくり

［神奈川県横浜市］5

住宅地隣接の遊休農地を活用し、多世代が日常的に関われる「み
んなで育てる畑」をスタートした。
環境整備や体験イベント、住民主体の運営を通じて地域コミュニティ
の形成を目指す活動。

NPO法人ぴあっと
発達・知的障害のお子さんの安心・安全な住環境づくり

［神奈川県相模原市］6

発達・知的障害のあるお子さんとご家族へのヒアリングをもと
に、住まいの危険や困りごと、具体的な対策を可視化。住宅
の安全対策展示の整備や多職種の情報交換・合同勉強会を実施
し、家族で安心して暮らせる住環境づくりに取り組む活動。

小須戸ARTプロジェクト実行委員会
アートで地域の内と外をつなぐ拠点整備と体制構築

［新潟県新潟市］7

町屋の町並みが残る新潟市小須戸地区で、空き町屋「町屋ラボ」
を拠点化し、アーティスト・イン・レジデンス事業やアート展示、
フリマイベントを通じて、周辺の空き家や多様な地域資源と外部
人材とを結びつける活動。

だんだん良くなる宝’引荘
世界遺産・五箇山を守り、次世代へ繋ぐ持続可能な
地域づくり

［富山県南砺市］8

「本当の豊かな暮らしとは何か」を問いに、五箇山の伝統や環境を
守り育む活動を展開。地域資源の保全を通じて担い手育成や関係
人口の創出を図り、過去から受け継がれた価値と新たな視点を融
合させ未来へ繋ぐ活動。

NPO法人紡ぎ組
廃校を震災遺構とし能登の復興を前進させる整備事業

［石川県輪島市］9

大地震の影響で地盤の不陸が発生し、汚水管が詰りトイレが使用
不能になっている廃校（旧深見小学校）の外構を整備し、居住(宿泊)
やイベント開催ができるよう整備し、今までの活動を継続し更に復
興を加速させる活動。



鍛冶町屋の会
刃物のまち関市 「まちくらしごと道場」～ 職住近接まちづくり

［岐阜県関市］10

まちくらしごと道場は、暮らしと仕事が近くで調和する職住近接の住ま
いのこと。既存住宅を改修してまちの拠点とし、職人の手仕事による
刃物づくりを生かしながら、刃物文化を次世代へつなぐ「職住近接まち
づくり」を進める活動。

NPO法人美濃のすまいづくり
「記憶のアーカイブ」で空き家を次世代へ繋ぐ支援

［岐阜県美濃市］11

空き家流通の壁となる残置物問題に対し、単なる処分ではなく「家の
記憶」を次世代へ繋ぐ伴走支援モデルを構築する。専門家や学生等
と協働し、所有者が前向きに家を手放せるプロセスを創出、他の空き
家へ波及させる活動。

中野町を考える会
木と川と石がつないだ暮らしを「まっし蔵」から次世代へ

［静岡県浜松市］12

天竜川と東海道の交差点として賑わった中野町。明治時代に建てら
れた石蔵を、そこに蓄えた町の歴史を未来の宝物へと転換する場所
として再生する。大切な地域の生活文化を次世代へ繋げるため、様々
な世代が集える居場所作りの活動。

ももくさ
属性を超え多世代が交わる、矢作のバリアフリー農園

［愛知県岡崎市］13

愛知県岡崎市矢作地区の耕作放棄地を、誰もが立ち寄れる農園へ
再生する。農作業や DIY の共同作業を通じ、高齢者から子どもまで
顔の見える関係を少しずつ築き、孤立を防ぐための地域の繋がりを
育む活動。

身の丈防災
堺の伝統産業で学ぶ身の丈防災教育

［大阪府堺市］14

堺の伝統産業を題材に、小学校高学年を対象とした防災教育を実施。
さらしなど身近な素材の活用を通して、災害時の工夫と知恵を体験的
に学ぶ。地域の歴史と暮らしに根ざした学びから、防災を自分ごと
として考える力を育てる。



大道田まちづくり支援の会
安全で安心して住めるまちづくり

［広島県呉市］15

風水害の要警戒区域にある当団地は、豪雨時にダムからの排水溝が
機能を果たさず、崖くずれ・倒木・落石更に泥水が団地内に流れる
など頻繁に発生。「安全で安心して住めるまちづくり」の志を一つに
したメンバーで活動。

神辺宿文化研究会
神辺遺産制度による賑わいと活力あるまちづくり

［広島県福山市］16

地域住民自らが主体となって、文化財に指定されていない「守りたい
遺したい地域の宝」を発掘し『神辺遺産』に認定して、活用しながら
後世に伝え遺していくことで、宿場町一帯に賑わいと活力を創造する
まちづくり活動。

みいらく寺子屋実行委員会
島まるごと学ぶ子どもごちゃまぜ教室

［長崎県五島市］17

島の小中高校生がごちゃまぜで学習したり遊んだりする他、島の醍
醐味を満喫する体験や、島居住の外国人や Iターン者、専門家等と
交流する中で、島の子どもの豊かな経験と新たな視野を広げること
をめざす活動。

青島第24区施設管理組合  海辺の森づくりの会
土中環境改善を通した防災・交流・安心住環境づくり

［宮崎県宮崎市］
18

「鬼の洗濯岩」の海と、森とともに暮らすエメラルドタウンを、持続
可能な住環境として未来に引き継ぐため、森づくりや土中環境改善
活動による災害予防と、多様な住民の参加交流を通してのコミュニティ
活性を図る。

学生団体のらねこ
種子島出身の大学生が紡ぐ「島の記憶」アーカイブ

［鹿児島県西之表市］19

進学で島を離れた学生たちが長期休暇を利用して帰省し、お年寄り
にかつての町並みや生活の知恵をインタビュー。「島の記憶」として
フリーペーパーや動画の形で編集・共有することで、地域の豊かな
記憶を次世代へ継承する活動。



「住まいとコミュニティづくり活動助成選考委員会」

一般財団法人ハウジングアンドコミュニティ財団
〒105-0014 東京都港区芝２-３１-１９バンザイビル７F
TEL ０３-６４５３-９２１３　FAX ０３-６４５３-９２１４

https://www.hc-zaidan.or.jp

令和８年（2026）年４月発行

委員長　瀬田　史彦　［ 東京大学 ］
委　員　井本佐保里　［ 東京大学 ］
委　員　梅宮　路子　［ 日本ナショナルトラスト ］
委　員　名畑　　恵　［ 錦二丁目エリアマネジメント ］
委　員　萩原　拓也　［ 名城大学 ］
委　員　山田　翔太　［ 世田谷トラストまちづくり ］
委　員　久田見　卓　［ ハウジングアンドコミュニティ財団 ］

ハウジングアンドコミュニティ財団（以下「本財団」）は、豊かな住環
境の創造に貢献することを目的に、平成 4（1992）年に財団法人とし
て設立され、平成 2３（2011）年 4月に一般財団法人へ移行しました。
本財団では世代を超えた良質な住環境をつくり、活力ある地域社会を
構築するためには、市民の自発的な地域づくり・住まいづくりが不可欠
と考え、このような活動を支援することを社会的使命として参りました。
1993年から開始した「住まいとコミュニティづくり活動助成」のこれ
までの助成団体数は544団体にのぼります。


